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　助成事業の概要

　２０１５年度日社済事業で開発した『人生劇場
紙芝居』による縁で、超高齢化・少子化に危機感
を抱いた多摩ニュータウン豊ヶ丘地区（人口約１
万人で自治会も存在しなかった）から、まちづく
り・見守り環境づくり等に関する支援・指導の要
請を受けることとなった。
　本事業では、これまで自治会さえ結成できな
かった希薄なコミュニティの中で、高齢者を中心
とする地域住民を対象に「見守り・支え合い・看
取りが可能となる地域づくりが不可欠であるこ
と」を少しでも理解してもらうためには、老化・
認知症や後見制度、死後事務等についての認識を
深めてもらうだけでなく「つながりあえる実感」
を持ってもらうことが必要であると考え、老化・
認知症や後見制度、死後事務等についての研修会
に加えて、サードプレイス活動支援を通して支え
合いの機運・繋がりづくりに挑戦した。

　事業の成果

　終末期や看取りについて学び語り合う研修会
「人生の終わりを考える会」には、毎回１０～２
０名の参加者が集まった。豊ヶ丘地区では、市役
所や社協が動員をかけた集会でも３０人以上の参
加者が集まることはないが、その豊ヶ丘地区での
研修会としてはそこそこ健闘したといえよう。
　研修会には、これまでどのテーマの集会にも出
席したことのない参加者（死に対する考え方を明
確にもつ女性）が何名も顔を見せた。地域活動の

裾野が少しではあるが拡がったといえる。
　一方、住民組織代表が自己負担で設置したサー
ドプレイスは、小さいながらもこの地域の住民活
動の拠点になりつつある。ここには上は 85 歳、
下は 9 歳までの「名もなき庶民」たちが集まっ
てくるようになった。いじめられて不登校気味の
9 歳とその親が、６０代後半の難病患者（死期は
遠くないとの診断）と一緒にやってきて一緒に見
守りながら帰る。行き帰りの道中の安全確保をし
ている。このサードプレイスでは “弱者が弱者を
庇い合う、守り合う、そして支え合う” 参加者た
ちの姿が見られるようになった。最年長 84 歳の
男性は、ここでみんなと語り合いながら少しのお
酒を飲むことを楽しみとしている。ささやかな生
き甲斐の場にもなり始めている。加えてサードプ
レイスでは、我々の取組みに関する住民たちの自
由な意見を聞くこともできる、いわば「生きたヒ
アリング調査の場」としても機能し始めている。
ケアマネ資格を持つボランティア管理人が訪問客
（高齢者たち）のヒアリング結果をノートに整理、
蓄積し始めている。
　また、訪問ヒアリング調査にも言及しておきた
い。訪問を受けた高齢者によると「寒かったり暑
すぎたりすると、集会所の研修会には出られない。
こうやって声を聞きにきてもらえるのがありがた
い。」とのことであった。鹿児島出身のある女性
からは「故郷にもここにも身寄りが居ない。一人
で倒れたらどうしよう、そればっかり考えてい
る。入院保証、入居保証、独身高齢者にはそれば
かりが頭をよぎる。早く『支え合い組合』を作っ
て欲しい。私も参加します。」との声が寄せられ

ている。

　成果の広報・公表

　今年度１年間の成果報告については、これから
着手したい。
　成果は、北海道の当法人のものとしてよりも、
むしろ東京都多摩市豊ヶ丘地区のまちづくりに向
き合う方々のものであろうし、また「地域コミュ
ニティ瀕死のニュータウンにおける若干の貢献」
と評価するならば、「日本のコミュニティディベ
ロップメントにおけるほんの僅かな成果」という
ことにもなるであろう

　今後の展開

　人々が死に向き合うことを忌み嫌い避けがちで
ある日本で、しかも地域コミュニティが脆弱かつ
超高齢化が進行するニュータウンにおいて、国や
制度から見放され見捨てられようとしている庶民
高齢者たち（“２千万円持っていない”高齢者たち）
が自ら、地域活動の中で自らの死の環境を見つめ、
住民同士が老後終末期の支え合いのために共助シ
ステムを作ろうという機運を起こせるのかという
問いかけに対して、私たちは楽観視はしていな
い。
　しかし、福祉人としては、何事も為さずただ他
人事として眺めることもできない。
　今、この多摩豊ヶ丘の地では、まだ小さく弱体
ながらも庶民たちが集い、自分たちの支え合いの
ための仕組み（支え合い生協等）を作ろうという
NPO 法人が設立された。そしてその法人が、こ
の私たちの動きを受け、「２０２４年度日社済社
会福祉助成事業」に取組もうとしている。もちろ
ん私たちも彼らの動きに最大限の協力・協働を厭
わない覚悟である。
冷静な方々なら「何故負け戦に加担するのか」と
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地域・自宅での看取りを推進・普及するための
住民啓蒙連続型研修会

疑問を呈されるのかもしれない。しかしこの問題
を放置するならば、日本は全国負け戦だらけに
なってしまうだろう。指をくわえて眺めているわ
けにはいかない。福祉人の使命である。
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